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日本近代体育の思想と実践 (4)
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が教育領域に体育を明確に位置づけようとしたことを必ずしも意味してるわ    警
けではない。例えば,谷本は国家的教育学の目的を正副の二層に分け,正の    自
目的一―第一目的 (国家心,互順の徳),第二目的 (智,堪能,意),副のロ  ギ
~=正
美^的―一身体, と規定し, この目的構造に対応させて教科の構造を一,基本的  :  言  暮
肇伊,7ぁ糧祝留啓科て三弟ごggttξ繁協写爺営毒俗写岳彗冨蟄諮|二年置  書s轟碧ず燿






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)汲田克夫 「明治30年代の所謂『社会的教育学』の基本的性格について」 『愛媛大学教育学部紀要』 第
8巻 第 1号 昭和36年 p21
12)同 前 p22




僚)『教育時論』 第587号 明治34年8月5日 p24
(8)同前 p24
0)堀松武― 「国家主義教育の拡大と強化」 梅根悟監修 世界教育史研究会編 『日本教育史 II』 世界











痛息流沸に堪へざるものあるを,嘆ぜずんばあらざるなり。」(第580号 明治34年5月25日 p44 傍点引用
者)
11同前 p103
0か 『社会的教育学』 金港堂 序 pl
10 同 前 p2 傍点熊谷
tO 同 前 p3 傍点熊谷
19同前 pp 3～4
10 同 前 p38 傍点熊谷
め
註補
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号
同 前 p31 傍点熊谷
『最近大教授学』 同文館 p■8





同 前 p71 傍点熊谷
同 前 p4 傍点熊谷
同 前 p4 傍点熊谷
『社会的教育学』 p91 傍点熊谷
同 前 p135
附録 「智情意の平均的発達を論じて本邦教育の重点に及ぶJ 同 前 p284 傍点熊谷
同 前 p284
同 前 pp134～135 傍点熊谷
「日本教育の三大急務J 同 前 p345 傍点熊谷
同 前 p345
同 前 pp345～346
同 前 p346 傍点熊谷
同 前 p347
『最近大教育学』 p315




例えば,堀松武― 「谷本富における教育思想の変遷」 『東京学芸大学紀要』 第21集 第 1部門 1970
同 書 六盟館
同 前 p18 傍点谷本
同 前 p21 傍点谷本
同 前 p66
同 前 pp98～99 傍点谷本
同 前 p100 0印谷本
同 前 p260 0印谷本
同 前 p61 0印谷本
同 前 p23
同 前 p23 傍点谷本
同 前 p75 0印谷本


























































61 附録 「所謂新教育とは何ぞやJ 『系統的新教育学綱要』 p8
621 同  前  pp 6-7
1631 「]  肯t  pp38ハV39
60同前 p40
69 『新教育講義』 p49
60 同 前 p49
6り 同 前 p105 傍点谷本




1721  F]  高t pp88-89
1731『新教育講義』 p594
1741  F]  言t p596
10 『系統的新教育学綱要』 p302
90 『新教育講義』 pp722～7 3
00 明治40年に大瀬甚太郎,山本源之函共訳で『理想の学校』(大日本図書)として出版された。
TO 『系統的新教育学綱要』 p255
1791 「]  言i  p255
00 『新教育講義』 pp78～79 傍点谷本
0り 同 前 p102 0印谷本
0) 『将来の教育学』 p148
1331同前 pp146～147
180  「]  高i  p156
0け F東京落渓会雑誌』 第172号 明治30年5月20日 p12
00 同 前 p12






(久木幸男 鈴木英一 今野喜清編 『日本教育論争史録』 第2巻 第一法規 昭和55年 pp131～132)
00 『国家社会主義新教育学』 同文館 p338
1901同前 pp342～343
00同前 p343
021 「]  肯i  p341
1931『国家社会主義新育学本論』 同文館 p66
190  F]  盲i p88
1951  同  前  p79
1961同前 p104
1971『国家社会主義新教育学』 pp862～363
100  同  前  p354
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号       191
① 同 前 「自序」 pp 2～3
1ml同前 pp 6～7
樋日は,「哲学的教育学の燕価値 (経験的教育学建設の必要)」 (F教育時論』 第o76号 明治37年1月25日)
のなかでも同様の主張を行ってし―ゝる。
91)同前 p13
110B 同 前 「自序」 pp 2～3
110 同 前 pp354～355
側 同 前 p367
(D 同 前 pp40～41
1161同 前 p52
110同前 p257
硼 同 前 p61
1け 同 前 0269
ιO同 前 pp242～43
仙〕 前掲誌 や■
(uり 同 前 p13
lo 同 前 012
1け 『統合主義新教授法』 「飛鳥山遠足の記録」
第1巻 三省堂 1979 p216 傍点樋目
10 同 誌 第431号 明治30年4月5日,第432号




































前掲誌 第431号 明治30年4月5日 p15



















1め 向 前 p463
1141 同 前 '391
1140 同 前 p391
11441同 前 P444
10向前 p442
m 汲田克夫 前掲論文 p31
110 同 書 開発社 p105
110同前 pplo5～107
11a同 前 p73
m 同1 前 pp73～15
11Vl 同 前 pp■6～l17
鰤 同 前 p142
19同前 p1451
110同前 pp145-146
t耐 同 前 pp146～147
11511同 前 '1働
tけ 同 前 p87
m同 前l p107
1o 同 煎 pp87～89
10日前 p129
(け 同 前 pp209～210
1け 同 前 po129 130
1け 同 書 同文館 po l～2
(け 同 前 po129～1301
110同前 ,180
11Vl 同 前 p131




tり 同 前 p″
(lll同前 P128
00 同 前 op247～248
11al 同 前 p145
110日前 lpp14,～146
1171 同 前 0147
ω 同 前 pp600～601
(り 日 前 pp322～3お
10同前 p176





|け 同 前 pp231～2“|
llrl 同 前 p037




















ヶ崎暁生・藤岡貞彦編 『資料日本現代教育史』 第 4巻 三省堂 1975 p184)
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